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「 　　　」のマーク ＝ 牛
牛は環境の象徴ともいえます。牛糞はメタン
ガスになり、肥料にもなります。大地を作り、
食物を育て、生物を養います。私たちは命の
源ともいえる、牛を「MOH」のマークとし、
循環型社会の象徴とします
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「編集後記」

《           の会》入会受付中！
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他の生命を奪って得たものを使わ
せて頂く

人は一人では生きられない、環境
によって生かされている

欲はほどほどに、良き環境を作り上
げるために

→もったいない

→おかげさま

→ほどほどに

人は環境をつくり　
環境が人をつくる
キーワードは
MOH（もおっ）
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「小学」を学ぼう●井上昌幸…………
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今
回
も
た
く
さ
ん
の
方
か

ら
投
稿
を
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き
ま
し
た
。

一
人
に
一
つ“
教
訓
”が
あ
る

ん
で
す
ね
。

あなたの
心に残っ
た一言を
書いてく
ださい。

「循環型社会を目指す～          の会～」の
発足に当たって

   20世紀型社会は経済至上主義の時代であった。科学技術の進歩と

それに伴う工業や流通の発展は、世界的なスケールで人々に物によ

る恩恵をもたらしたが、同時にバランスのとれた自然との共生社会

を破壊した。経済至上主義とは物の豊かさを最高の幸せとして捉え、

その対極にあるものの価値をほとんど消し去ろうとするものである。

人々の価値観を情報操作で画一化して、特定のものに集中させよう

とするマーケット戦略は個人の人生観、社会観にまで侵入し、その

独自性、不可侵性まで奪って行った。このことによって人々は哲学

的な意味の自己をなくしてしまった。

　今こそ新しい時代として循環型社会を作ろうとしているわれわれ

は、自己を証明する、こころとか思いを取り戻さなければならない。

死生観とか人生観、先祖とか子孫、生涯をかける志、自己を自己ら

しく生き抜くための人生哲学など。そしてそれは自然との共生社会

を目指すものであり、人としての真の生き様を問うものであらねば

ならない。

　この実現のために

「循環型社会を目指す～          の会～」を設立する。

代表　森 建司

あなたも「           の会」に入会なさいませんか。３０００円で、会員になれ

ます。会員特典として、          通信、会員交流会、講演会のご案内をいた

します。ご近所お誘い合わせの上、ご入会ください。活動やこの通信につ

いての、ご意見もお聞かせください。

あなたのお名前、年齢、郵便番号、住所、電話番号、fax（あれば）、e-mail

アドレス（あれば）、あなたの心に残った一言をご記入の上、お申し込みく

ださい。通信をお送りします。申込書をfax、郵送、mailでお送りください。
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、
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。
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自
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違
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も
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私
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、
自
信
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な
か
っ
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を

持
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な
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な
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い
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で
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。
ち
ょ
っ
と
後
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残
さ
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は
長
い
か
も

し
れ
な
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、
わ
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ま
ま
し
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も
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の
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も
…
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あ
っ
そ
う
か
！
だ

か
ら
、
オ
バ
サ
ン
は
わ
が
ま
ま
な

ん
だ
。
…
「
琴
」

☆あなたも「家訓10か条」を作ってみませんか？
　家族で守る事、忘れない事、挑戦する事、心がける事など

など一度、考えてみてください。父と母とお子さんとおじい

さんとおばあさんと、忘れかけてる何かが見えてくるかもし

れません。新しい時代を素敵な環境にするため、トライして

みてください。家族でも、グループでも構いません。一度、

事務局まで、ご連絡ください。ご相談いたしましょう。

☆「環境倫理経営理念」に
　　　　　　　　チャレンジしてみませんか？
　世代交代＆時代の変革についていけず、経営方針にお悩み

のかた、また、未来型企業にむけて変革をお考えの方「環境

倫理経営理念」にチャレンジしてみてはいかがですか？

こちらもお申し出下さい。担当者が伺います。実験的な試み

に挑戦してください。
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を
希
望
し
て
い

ま
し
た
。
向
学
心
に
燃
え
て
い
た
頃
で
す
。
し

か
し
父
の
病
気
、
逼
迫
す
る
家
計
に
断
念
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
頃
、
恩
師

と
も
言
え
る
助
教
授
に
出
会
い
、
こ
の
一
言

を
教
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
働
き
な
が
ら
学

び
、
公
立
高
校
教
諭
そ
し
て
、
市
議
へ
の
道
を

歩
ん
で
　
年
に
な
り
ま
す
。 

               

鳥
栖
市
／
太
田
　
幸
一
（
　
歳
）

「
は
た
ら
く
＝
生
き
る
＝
楽
し
い
＝
正
し
い
」

こ
ん
な
生
き
方
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
八
日
市
市
／
竹
中
　
聡
雄
（
　
歳
）

「
　
　
　
発
会
の
理
念
」

こ
こ
何
十
年
か
考
え
て
き
た
到
達
点
が
本
当

に
一
致
し
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。
―
中
略
―

も
の
を
得
る
擬
似
的
自
由
か
ら
真
の
精
神
の

自
由
、
豊
か
さ
の
価
値
変
更
、
国
民
・
人
間

と
し
て
の
誇
り
を
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
理
念
の
普
及
に
お
手
伝
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

            

大
津
市
／
澤
田
　
喜
代
一
（
　
歳
）

1
3
5
6
7
9
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本
誌
の
創
刊
を
は
じ
め
、
最
近

モ
ラ
ル
の
向
上
に
つ
い
て
の
関
心

が
各
方
面
で
高
ま
っ
て
来
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
　
　
　
の
会
の
運
動
も

具
体
的
に
、
家
庭
で
は
「
家
訓
制

定
」
。
企
業
で
は
「
環
境
倫
理
を
経

営
理
念
に
成
文
化
す
る
こ
と
」
を

目
標
と
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
、

こ
れ
は
、
編
集
部
内
で
の
議
論
で

す
。
実
現
化
に
向
け
て
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
…
「
建
」

　　
振
り
返
る
と
、
選
択
す
る
機
会

が
多
く
あ
っ
た
。
い
つ
も
選
べ
な

く
て
「
ど
う
し
て
、
私
が
二
人
い

な
い
ん
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
た
。

し
ぶ
し
ぶ
、
ど
ち
ら
か
を
捨
て
た
。

捨
て
る
勇
気
と
い
え
ば
聞
こ
え
は

い
い
が
、
あ
き
ら
め
る
こ
と
を
学

ん
だ
。
苦
節
ン
十
年
自
分
の
選
択

眼
は
ど
う
だ
ろ
う
？
死
ん
で
は
い

な
い
の
で
正
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

だ
け
ど
、
も
う
少
し
、
自
分
を
信

じ
た
行
動
が
出
来
て
い
れ
ば
、
違

っ
た
か
も
。
い
つ
も
私
は
、
自
信

が
な
か
っ
た
。
居
直
る
肝
っ
玉
を

持
っ
て
な
か
っ
た
。
素
直
な
い
い

人
で
い
た
か
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
後

悔
。
残
さ
れ
た
半
生
は
長
い
か
も

し
れ
な
い
、
わ
が
ま
ま
し
て
も
い

い
の
か
も
…
。
あ
っ
そ
う
か
！
だ

か
ら
、
オ
バ
サ
ン
は
わ
が
ま
ま
な

ん
だ
。
…
「
琴
」

☆あなたも「家訓10か条」を作ってみませんか？
　家族で守る事、忘れない事、挑戦する事、心がける事など

など一度、考えてみてください。父と母とお子さんとおじい

さんとおばあさんと、忘れかけてる何かが見えてくるかもし

れません。新しい時代を素敵な環境にするため、トライして

みてください。家族でも、グループでも構いません。一度、

事務局まで、ご連絡ください。ご相談いたしましょう。

☆「環境倫理経営理念」に
　　　　　　　　チャレンジしてみませんか？
　世代交代＆時代の変革についていけず、経営方針にお悩み

のかた、また、未来型企業にむけて変革をお考えの方「環境

倫理経営理念」にチャレンジしてみてはいかがですか？

こちらもお申し出下さい。担当者が伺います。実験的な試み

に挑戦してください。
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